
く ら し と 健 康２０１５年１２月１日 （毎月１回
１日発行）（１） 第５７８号

代々木病院の理念

ヒューマニズムにもと
づく医療・介護の実践

千駄の萱

安倍政権退陣！憲法と平和、人権を守りぬき、誰もが
安心して住み続けられるまちづくりのネットワーク
を構築し、早期に５千名の友の会をつくろう！

第
49
回
代
々
木
健
康
友
の
会
定
期
総
会

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
10
月
25
日
︵
日
︶
代
々
木
駅
か
ら
徒
歩
５
分
ほ
ど
の
東
興
ビ
ル

７
階
の
会
議
室
で
第
49
回
定
期
総
会
を
開
き

１
３
０
人
が
集
い
ま
し
た


布施仁会長

井上均院長

月１日より電子カルテを始めました

医療サービスの向上とより安全な医療の提供を目指し

て、11月１日より電子カルテを導入しています。患者の皆

様にはご協力いただき、ありがとうございます。

システム操作の不慣れや想定外のトラブルの発生で診察

や会計等で待ち時間が長くなり、大変ご迷惑をおかけして

おります。

更に研修・訓練を重ねて、患者の皆様に「電子カルテに

変えて良かった」と思って頂けるよう努力して参ります。

今後ともよろしくお願いします。

電子カルテ導入委員会委員長 一ノ瀬 義雄

総会の終盤、会員や来賓の前に出て

あいさつをする2016年度の幹事

討議に入り清見事務局長が紹介する

活動報告のスライドをみる参加者

﹁
こ
と
ば
﹂
を

道
具
と
す
る
職
業

を
挙
げ
る
と
す
れ

ば

何
が
思
い
つ

く
だ
ろ
う
か

詩

人

作
家

ア
ナ

ウ
ン
サ
ー

俳
優
な
ど
と
言

う
方
も
い
る
だ
ろ
う
か

政

治
家
を
そ
の
中
に
入
れ
た

ら

間
違
い
だ
ろ
う
か

戦

争
立
法
強
行
採
決
の
て
ん
末

を
見
て
感
じ
た
こ
と
だ

昨

今
の
政
治
家
は

こ
と
ば
で

仕
事
を
し
て
い
な
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と

思

慮
を
欠
い
た
ヤ
ジ
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怒
号
が

入
り
交
じ
り

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闘
騒
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起
こ
る
始
末

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こ
と
ば
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え
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
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き
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た
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事
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
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
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
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
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ち
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
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
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ラ
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
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た
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
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

こ
と
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け
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る

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
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め
て
ゆ
る
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れ
て
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る

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
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
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
彼
ら
の

前
で
は

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共
同
組
織
拡
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お
力
添
え
を

代
々
木
健
康
友
の
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の
布

施
仁
会
長
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19
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戦
争
法
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採
決
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れ
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事
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
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
現
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０
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
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
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そ
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に
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組
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せ
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
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組
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
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友
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５
０
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﹁
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﹂
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
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
と
挨
拶
し
ま
し
た

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﹁
11
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ら
電
子
カ
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を
導
入
し
ま
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
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を
総
動
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を
最
小
限
に
し
て
い
き
ま
す

の
で

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﹂
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戦
後
70
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
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争
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止
の
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国
民
的
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発
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今

の
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は
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違
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て
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本
を
よ
く
す
る
た

め
に
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よ
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パ
パ
マ
マ
ら
の
行
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が
生
ま
れ
た
﹂
と
戦
争
法
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つ
い
て
触
れ
ら
れ
ま
し
た


ま
た
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会
保
障
費

が
３
９
０
０
億
円
削

減
さ
れ

子
ど
も
の

貧
困

高
齢
者
の
貧

困
が
増
え

独
居
老

人
の
う
ち
年
収
１
６

０
万
円
以
下
が
男
性

で
６
割

女
性
は
５
割
で


医
療
介
護
難
民
が
生
ま
れ
助

け
を
求
め
て
い
る

医
療
や

介
護
で
地
域
に
う
っ
て
出
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る


社
会
保
障
削
減
で
病
院
の
経

営
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

が

病
棟
の
医
療
を
続
け
な

が
ら
ど
ん
な
困
難
に
も
め
げ

ず

民
医
連
の
灯
を
消
さ
な

い

守
り
ぬ
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
﹂
と
力
強
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た


ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
重
要

討
議
に
入
り
清
見
事
務
局

長
が
活
動
報
告
を
ス
ラ
イ
ド

で
紹
介
﹁
来
年
度
の
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は

今
後
の
大
き
な
課
題
に
な
り

ま
す

例
え
ば
食
事
会
と
配

食
事
業

買
物
難
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の
生
活

を
支
え
合
う
活
動

医
療
と

介
護
の
相
談
窓
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
よ
ろ
ず
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談

法
律
相
談

民
商
や

土
建
な
ど
の
相
談
な
ど
と
連

携
し

誰
も
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
具

体
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
﹂

と
重
要
課
題
の
報
告
も
あ
り

ま
し
た


決
算

予
算
案
に
つ
い
て

伊
香
副
会
長
よ
り
報
告

特

別
決
議

新
役
員
の
提
案
を

行
い
ま
し
た

議
事
に
関
し

て
は
一
括
で
採
択
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た


表
彰
は
長
年
幹
事
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
柴
崎
俊
子
さ

ん
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代
々
木
病
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総
務
が

こ
ろ
ば
ん
体
操
の
受
付
を
毎

週
行
っ
た
事
に
対
し
感
謝
状

を
送
り
ま
し
た


結
束
し
国
民
連
合

政
府
構
築
を

田
村
智
子
参
議
院
議
員
が

講
演
さ
れ

戦
争
法
の
戦
い

に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
﹁
こ
こ
で
あ
き
ら
め
て

は
い
け
な
い

野
党
が
結
束

し

野
党
が
頑
張
る
﹂
そ
し

て
国
民
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皆
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ん
が
結
束
し

て
つ
く
る
﹁
国
民
連
合
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府
﹂
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つ
い
て
触
れ
ま
し

た

勢
い
が
あ
り

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倒
さ

れ
る
迫
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を
持
っ
て
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さ
れ

ま
し
た

︵
↓
関
連
３
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︶

最
後
に
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敵
な
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ン
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で
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め
く
く
り
ま
し

た


代
々
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健
康
友
の
会

事
務
局
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清
見
温
子


